
第４６期決算公告
２０２２年６⽉２３⽇

宮城県亘理郡亘理町逢隈⽥沢字壇の越５５番地
東北セキスイハイム⼯業株式会社

代表取締役　上瀬　真一

２０２２年３⽉３１⽇現在
(単位︓円)

⾦      額 ⾦      額

 3,754,559,507  3,395,786,465
906,128 3,047,269,766

3,088,165,701 5,342,568
18,174,586 46,144,760
88,358,147 155,107,260
92,761,250 7,033,400
1,526,000 27,783,100

282,823,520 4,905,611
179,657,955 101,000,000

2,186,220 1,200,000

 1,570,537,755 177,943,070
1,463,214,506 16,374,850

866,766,130 158,373,264
110,310,651 3,194,956
316,801,275

92,862 3,573,729,535
12,001,988

137,592,150
19,649,450

1,751,367,727
100,000,000

5,582,959
3,194,324 1,651,367,727

320,667 25,000,000
2,067,968 1,626,367,727

1,626,367,727
101,740,290
101,291,000

349,290
100,000

1,751,367,727
5,325,097,262 5,325,097,262

そ の 他 の 投 資

無 形 固 定 資 産

そ の 他 の 固 定 負 債

株 主 資 本
（ 純 資 産 の 部 ）

土 地

未 収 入 ⾦

固 定 負 債

⾞ 両 運 搬 具

未 払 消 費 税 等

資 産 合 計 負 債 及 び 純 資 産 合 計
純 資 産 合 計

預 け ⾦

原 材 料

繰 延 税 ⾦ 資 産

前 払 費 用

リ ー ス 債 務

預 り ⾦

建 物

科 目 科 目
（ 負 債 の 部 ）（ 資 産 の 部 ）

賞 与 引 当 ⾦

製 品
仕 掛 品

買 掛 ⾦
リ ー ス 債 務

貸    借    対    照    表

流 動 負 債流 動 資 産

売 掛 ⾦
現 ⾦ 及 び 預 ⾦

退 職 給 付 引 当 ⾦

役 員 賞 与 引 当 ⾦

有 形 固 定 資 産

未 払 ⾦

未 払 法 人 税 等

そ の 他 の 流 動 資 産

負 債 合 計
⼯ 具 器 具 備 品

ソ フ ト ウ エ ア

固 定 資 産

機 械 装 置

資 本 ⾦

施 設 利 用 権

投 資 そ の 他 の 資 産

リ ー ス 資 産

利 益 剰 余 ⾦

敷 ⾦ 及 び 保 証 ⾦

利 益 準 備 ⾦
そ の 他 利 益 剰 余 ⾦

リ ー ス 資 産

構 築 物

繰 越 利 益 剰 余 ⾦
（ 内 当 期 純 利 益 ） (101,915,862)

未 払 費 用



『 個 別 注 記 表 』             
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

  １）棚卸資産の評価基準及び評価方法

    ・製   品･･････････････････移動平均法に基づく原価法

    ・原材料･･････････････････移動平均法に基づく原価法

    ・仕掛品･･････････････････個別法に基づく原価法

　　貸借対照表価額は、収益性の低下に基く簿価切下げの方法により算定

  ２）固定資産の減価償却の方法

    ・有形固定資産(リース資産を除く)

    定額法を採用している。
    なお、主な耐用年数は以下のとおりである。

      建物　　　　　　　３１、４９年
      機械装置　　　  　８、１０年

    ・無形固定資産(リース資産を除く)

      定額法を採用している。なお、⾃社利用のソフトウェアについては、社内における
      ⾒込利用可能期間(5年)に基づいている。

    ・リース資産

      所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
          リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。
          （但し、１件当たりのリース料総額が３００万円以下の契約については通常の賃貸借処理による。）

    ・⻑期前払費用

    定額法を採用している。

  ３）引当⾦の計上基準

    ・賞与引当⾦･････････従業員賞与(使用⼈兼務取締役の使用⼈分を含む)の⽀給に充てる
                       　          ため、期末直前⽀給額を基礎とした⾒積額を計上している。

    ・役員賞与引当⾦･･････役員賞与の⽀給に充てるため、⽀給⾒込額を計上している。

    ・退職給付引当⾦･･････退職給付に備えるため、従業員の退職⼀時⾦部分は、
                                    当期末の退職給付⼀時⾦債務⾒込額を計上しており、
                                    従業員の確定給付企業年⾦部分については前期末の退職給付債務⾒込額及び
                                    年⾦資産額に基づき計上している。
                                    役員退職慰労引当⾦は⽀給規則に基づく期末要⽀給額を計上している。

  ４）収益及び費用の計上基準

    ・商品及び製品等の販売に係る収益…商品等の販売は、引渡時点において顧客が当該商品等に対する⽀配を獲得し、
　　　履⾏義務が充⾜されると判断し、当該時点で収益を認識している。
　　　なお、出荷時から商品等の⽀配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時点において
　　　収益を認識している。

  ５）消費税等の会計処理

    消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

  ６）連結納税制度の適用

    連結納税制度を適用している。

２．貸借対照表に関する注記

  １）有形固定資産の減価償却累計額 ６,０５２,２４５千円

  ２）関係会社に対する短期⾦銭債権 ３,１６７,７３５千円

    　  関係会社に対する短期⾦銭債務 １,１５７,２９１千円


